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A、B     

403棟 

C 

28棟 

D 

10棟 

 別 紙 １  

 

空家等現地調査の集計結果（中間報告） 

 

区内全域の空き家の状況 

（１）調査対象区域及び棟数  新宿区全域  ４８，７９８棟（公共施設を除く。） 

（２）区内の空き家棟数              ４４１棟 

（３）区内の空き家率     ０．９％ （空き家棟数／調査対象棟数×１００） 

（４）空き家の状況調査 

 

 

１ 地域別の状況 

（１）地域別の空家棟数及び空き家率 

   １０地域に区分した空き家の状況を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域別の空き家棟数・空き家率＞ 

 

・地域別の空き家棟数は、落合第一地域（７０棟）、四谷地域（６０棟）、柏木地域（５４棟）、 

落合第二地域（４９棟）に多い。 

・区内の空き家率は（０．９％）である。角筈地域が１．７１％、落合第一地域が１．４６％、

柏木地域が１．３４％、四谷地域が0．９３％となり、４地域は平均より高い。 

 

 

 

建物損傷状況 件 数 割 合 

Ａ 修繕がほとんど必要なく再利用が可能 
４０３棟 91.4％ 

Ｂ 軽度の修繕により再利用が可能 

Ｃ 老朽化が著しい・一部損傷あり ２８棟  6.3％ 

Ｄ 損傷が著しい １０棟 2.3％ 

計 ４４１棟  

落合第一地域 ７０棟（１.４６％） 

 

柏木地域 ５４棟（１.３４％） 

角筈地域（新宿駅周辺） ４７棟（１.７１％） 

 

 

四谷地域 ６０棟（０.９３％） 

 

 

箪笥地域 ３４棟（０.６６％） 

 

 

榎地域 ２４棟（０.４４％） 

 

 

若松地域 ３２棟（０.８８％） 

 

 

戸塚地域 ２８棟（０.５４％） 

 

 

大久保地域 ４３棟（０.８３％） 

落合第二地域 ４９棟（０.７９％） 

 

441 棟 



 

2 

 

第一種低層住居専

用地域 

47棟(11%) 

第一種中高層住居

専用地域 

103棟(23%) 

第二種中高層住居

専用地域 

15棟(3%) 

第一種住居地域 

130棟(29%) 

第二種住居地域 

36棟(8%) 

近隣商業地域 

20棟(5%) 

商業地域 

64棟(15%) 

準工業地域（特別

工業地区） 

26棟(6%) 

26棟 

64棟 

20棟 

36棟 

130棟 

15棟 

103棟 

47棟 

0 20 40 60 80 100 120 140

準工業地域（特別工業地区） 

商業地域 

近隣商業地域 

第二種住居地域 

第一種住居地域 

第二種中高層住居専用地域 

第一種中高層住居専用地域 

第一種低層住居専用地域 

（用途地域別空き家率）※ 

1.1% 

0.8% 

1.1% 

1.1% 

1.4% 

0.7% 

0.6％ 

0.8％ 

（２）用途地域別 

   
住居系の用途地域の割合は計７４％となっている。また、商業系が計２０％で、商業系の地域

にも空き家が一定数存在している。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途地域別（空き家のＣ，Ｄ状態38棟）                （計４４１棟） 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住居系が 7割以上 

４４１棟 

C、D 
3 棟 

(121.2ha) 

(391.3ha) 

(101.9ha) 

(93.6ha) 

(499.6ha) 

(116.7ha) 

(81.6ha) 

(417.1ha) 

C、D 
6 棟 

C、D 
17 棟 

C、D 
5 棟 

C、D 
4 棟 

C、D 
3 棟 

住居系が 7割以上 

※用途地域別空き家棟数／用途地域別棟数×100 

（用途地域別棟数は、平成 23年土地利用現況調査による。） 

 

1％ 
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戸建て 

261棟(59%) 
アパート 

80棟(18%) 

店舗兼住宅 

54棟(12%) 

店舗 

17棟(4%) 

事務所 

19棟(4%) 

その他(倉庫等) 

9棟(2%) 

長屋 

1棟(0.2%) 

1棟 

9棟 

19棟 

17棟 

54棟 

80棟 

261棟 

0 50 100 150 200 250 300

長屋 

その他（倉庫等） 

事務所 

店舗 

店舗兼住宅 

アパート 

戸建て 

（用途別空き家率）※ 

1.1% 

0.6% 

0.8% 

0.8% 

0.5% 

1.4% 

２ 建物に関する状況 

（１）用途別 

   
「戸建て」が過半数を占めている。次いで「アパート」、「店舗兼住宅」、「長屋」を含めると 

住居系の建物用途が計８９．２％と大部分を占めている。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用途別（空き家のＣ，Ｄ状態38棟）                  （計４４１棟） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住用が８割以上 

４４１棟 

C、D 
26 棟 

C、D 
5 棟 

C、D 
4 棟 

C、D 
1 棟 

C、D 
1 棟 

C、D 
1 棟 

居住用が８割以上 

※用途別空き家棟数／用途別棟数×100 

（用途別棟数は、平成 23年土地利用現況調査による。） 

1％ 
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木造 

356棟(81%) 

非木造 

72棟(16%) 

不明 

13棟(3%) 

13棟 

72棟 

356棟 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

不明 

非木造 

木造 

（構造別空き家率）※ 

1.68% 

0.26% 

（２）構造別 

   
「木造」が８１％と大部分を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  構造別（空き家のＣ，Ｄ状態38棟）                  （計４４１棟） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４１棟 

木造が８割以上 

C、D 
36 棟 

C、D 
1 棟 

C、D 
1 棟 

木造が８割以上 

※構造別別空き家棟数／構造別棟数×100 

（構造別棟数は、平成 23年土地利用現況調査による。） 

1％ 
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～昭和46年 

42棟(28%) 

昭和47年～56年 

54棟(37%) 

昭和57年~平成12年 

28棟(19%) 

平成13年～ 

3棟(2%) 

不詳 

20棟(14%) 

（３）建築年次 

   
「昭和４６年以前」と「昭和４７年～昭和５６年」を合わせると６５％と過半数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和５６年以前の建物が６割以上 

１４７棟 
（登記簿等に建物の 

情報があるもの） 

昭和５６年以前の 

建物が６割以上 
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84棟 

234棟 

123棟 

0 50 100 150 200 250

4m以上 

2m～4m 

2m未満 

2m未満 

123棟(28%) 

2m～4m 

234棟(53%) 

4m以上 

84棟(19%) 

 

３ 接道の状況 

（１）前面道路の幅員 

 
空き家の敷地の前面道路の接道状況（前面道路の幅員）は、「２ｍ～４ｍ」が５３％で過半数 

を占め、次いで「２ｍ未満」が２８％で、８割以上が細街路に面している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  前面道路の幅員（空き家のＣ，Ｄ状態38棟）              （計４４１棟） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細街路が８割以上 

４４１棟 

C、D 
16 棟 

C、D 
16 棟 

C、D 
6 棟 

細街路が８割以上 
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283棟 

94棟 

64棟 

0 50 100 150 200 250 300

4m以上 

2～4m 

2m未満 

2m未満 

64棟(15%) 

2～4m 

94棟(21%) 
4m以上 

283棟(64%) 

（２）道路に接する間口 

 
空き家の敷地が道路に接する長さ（間口）は、「４ｍ以上」が６４％と過半数を占めている。 

一方、「２ｍ未満」である、いわゆる無接道敷地が１割強存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道路に接する間口（空き家のＣ，Ｄ状態38棟）             （計４４１棟） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ｍ以上が６割以上 

４４１棟 

C、D 
11 棟 

C、D 
4 棟 

C、D 
23 棟 


